
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
が
所
有
し
て
い
る
多
く
の
貴
重
な
歴
史
資
料
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
に
、
こ
の
た
び
、
旧
教
育
委
員
会
庁
舎
１
階
の
一
部
に
併
設
し
て
い
た
長
門
市
歴
史
民
俗
資
料
室
を

大
規
模
改
修
し
、「
長
門
市
総
合
文
化
財
セ
ン
タ
ー
」（
愛
称
：
ヒ
ス
ト
リ
ア
な
が
と
）
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

「
ヒ
ス
ト
リ
ア
な
が
と
」
は
、
長
門
市
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
に
関
す
る
総
合
的
な
資
料
の
収
集
・
保
存
・

活
用
を
行
う
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
文
化
財
に
触
れ
、
魅
力
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ヒ
ス
ト
リ
ア
な
が
と
」
の
「
知
る
」「
見
る
」「
学
ぶ
」
こ
と
が
で
き
る
展
示
を
通
じ
て
、
長
門
市
の
文
化
財

を
未
来
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ヒ
ス
ト
リ
ア
な
が
と
で
は
、
青
海

島
や
俵
島
、
龍
宮
の
潮
吹
き
な
ど
、

長
門
市
の
地
形
の
変
遷
や
天
然
記
念

物
と
い
っ
た「
自
然
を
知
る
」、原
始
・

古
代
か
ら
中
・
近
世
、
近
現
代
ま
で

の「
歴
史
を
知
る
」、楽
踊
や
神
楽
舞
、

鯨
唄
な
ど
の
「
文
化
を
知
る
」、
郷

土
を
拓
い
た
人
々
を
紹
介
す
る
「
く

ら
し
を
知
る
」
の
４
つ
の
展
示
テ
ー

マ
を
設
け
て
い
ま
す
。

■
古
代
コ
ー
ナ
ー

市
内
で
出
土
し
た
遺
物
か
ら
「
な

が
と
人
」
の
ル
ー
ツ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
雨
乞
山
縄
文
人
や
向
津

具
弥
生
人
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
長
門
深
川
廃
寺
の
瓦

を
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。

■
長
門
の
お
宝
コ
ー
ナ
ー

初
公
開
の
市
指
定
文
化
財
な
ど
を

中
心
に
展
示
予
定
で
す
。

オ
ー
プ
ン
後
の
第
１
弾
と
し
て
、

飯
山
八
幡
宮
の
「
八
幡
大
菩
薩
御
縁

起
絵
」（
は
ち
ま
ん
だ
い
ぼ
さ
つ
ご

え
ん
ぎ
え
）
と
「
上
利
家
文
書
」
を

展
示
し
ま
す
。

■
な
が
と
の
江
戸
時
代

地
区
ご
と
に
古
地
図
な
ど
を
展
示

し
て
い
き
ま
す
。

長
門
市
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
知
る
・
見
る
・
学
ぶ

長
門
市
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
知
る
・
見
る
・
学
ぶ

知知
るる

長
門
市
総
合
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
オ
ー
プ
ン

長
門
市
総
合
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
オ
ー
プ
ン

特集
01

オ
ー
プ
ン
後
の
第
１
弾
は
、
開
館

30
周
年
を
迎
え
た「
く
じ
ら
資
料
館
」

の
所
在
す
る
「
通
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

古
地
図
や
絵
図
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

■
萩
焼
コ
ー
ナ
ー

萩
焼
深
川
窯
振
興
協
議
会
の
ご
協

力
に
よ
り
、
作
家
８
名
の
作
品
を
一

堂
に
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
萩
焼
深

川
古
窯
跡
か
ら
出
土
し
た
江
戸
時
代

後
期
の
萩
焼
の
破
片
も
展
示
し
ま

す
。

■
引
揚
港　

仙
崎

戦
後
の
引
揚
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
常
設
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

■
ジ
オ
な
が
と

長
門
の
自
然
を
、
地
質
や
地
形
と

い
っ
た
「
ジ
オ
」
的
な
視
点
か
ら
見

て
み
ま
せ
ん
か
。
化
石
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。

■
変
わ
り
ゆ
く
長
門

地
域
を
絞
り
、
少
し
深
堀
り
し
た

コ
ー
ナ
ー
に
し
て
い
き
ま
す
。
第
１

弾
は
「
日
置
」。
貴
重
な
写
真
を
た

く
さ
ん
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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常
設
展
示
で
は
実
物
資
料
、
複
製

品
、
映
像
な
ど
を
用
い
、
長
門
市
の

自
然
・
歴
史
・
文
化
を
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
企
画
展
示
を
定
期
的
に
開

催
し
、
指
定
文
化
財
を
含
む
所
蔵
品

や
借
用
資
料
な
ど
を
用
い
、
テ
ー
マ

を
決
め
て
展
示
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
市
内
の
施
設
、
図
書
館
、

文
化
財
保
存
活
用
支
援
団
体
な
ど
と

共
同
企
画
も
行
う
予
定
で
す
。

■
Ｖ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

１
階
玄
関
の
Ｖ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
３
６
０
度
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た

長
門
市
の
名
所
を
鑑
賞
で
き
ま
す
。

■
長
門
市
の
ジ
オ
ラ
マ

２
階
ジ
オ
コ
ー
ナ
ー
に
は
「
長
門

市
の
ジ
オ
ラ
マ
」
を
新
設
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
む
こ
と
で
、
ド
ロ
ー
ン
で

撮
影
し
た
雄
大
な
長
門
の
自
然
を
体

験
で
き
ま
す
。
（
会
場
に
設
置
さ
れ

た
モ
ニ
タ
ー
で
も
鑑
賞
で
き
ま
す
）

体
験
学
習
や
史
跡
探
訪
な
ど
長
門

市
の
魅
力
を
伝
え
る
各
種
講
座
を
開

催
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
市
民
の
学
習
を
支
援
し
ま
す
。

■
情
報
発
信
エ
リ
ア

赤
崎
神
社
楽
踊
や
滝
坂
神
楽
舞
な

ど
の
無
形
民
俗
文
化
財
の
動
画
を
視

聴
で
き
ま
す
。

天
然
記
念
物
ハ
マ
オ
モ
ト
の
パ
ネ

ル
は
大
津
緑
洋
高
等
学
校
日
置
校
舎

の
協
力
に
よ
り
作
成
し
ま
し
た
。

市
内
文
化
施
設
の
情
報
も
掲
示
し

て
い
ま
す
。
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て

現
地
へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
図
書
閲
覧
室
を
新
設

郷
土
に
関
す
る
書
籍
や
県
内
の
発

掘
報
告
書
な
ど
を
配
架
し
ま
し
た
。

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

学
芸
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

問

文
化
財
保
護
室
☎
23
‐
１
２
６
４

ヒ
ス
ト
リ
ア
な
が
と

☎
22
‐
３
７
０
３

見見
るる

学学
ぶぶ

施設の特徴
・段差をなくしたバリアフリー構造
・オストメイトやベビーシートを備
えた「だれでもトイレ」

・発掘した文化財を適切に管理する
ための「出土品収蔵庫」

・24 時間湿度管理のできる「特別
収蔵庫」で古文書などを適切に保
存

オープン日時（一般）
　９／１（木）10：00～
開館時間　９：00～ 17：00
　※入館は16：30まで
展示内容　指定・未指定文化財、古文書、
出土品、萩焼、引揚資料、長門の地質、
ＶＲ映像など

観覧料　無料
休館日　月曜日※祝日の場合は翌平日

■アクセス

市役所

深川小
長門市総合文化財センター長門市総合文化財センター
（ヒストリアながと）（ヒストリアながと）

至日置・油谷至日置・油谷

至湯本至湯本

国道1
91
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